
「白鳥川の景観を良くする会」の概要について

＜１、設立のきっかけ＞

◆定年を迎え地元に何か恩返しをしたい…と云う思いから、白鳥川の取組み

に会の立ち上げを考え、友人や知人などに呼びかけし発足に至った。

＜２、選定場所の背景＞

（１） 近江八幡市の中央を流れている白鳥川の水はびわ湖に通じ、１級河川で

あり、市民生活や農業生産に大きくかかわっている重要な川である。

（２）時代と共に行政による白鳥川流域の環境整備管理（除草等）も厳しくなり、

人丈ほど延びた雑草がポイ捨てごみの発生や不法投棄を誘発していた。

（３）又、人丈ほど延びた雑草やツルが通行の妨げになり、夜遅い女学生や

帰宅ＯＬの通行に不安や危険を感じる所も少なくなかった。

（４）地元の自治会や企業が植えた桜樹木が病虫害や未剪定など、荒れ放題

になっており、流域の景観も損ねていた。



「白鳥川の景観を良くする会」の概要について

＜３、設立内容＞

（１） 名 称 白鳥川の景観を良くする会（略称：景観隊）

（２） 発 足 日 ２００６年 ２月 １５日（水）

（３）活動目的 ①白鳥川流域の環境整備と自然再生で景観の維持向上に貢献

②県最大、名勝5kmの花・桜並木づくり（桜は市指定の高木）で…

市民の「憩いの場づくり」、「心豊かな街づくり」に貢献。

③地元小学校の川に入り生き物調査等、環境体験学習の支援

④会員相互の３づくり（健康づくり、生きがい、仲間づくり）に貢献

◆みんなで白鳥川流域の素晴らしい景観を後世に残して活きたい…

（４）登録会員 ６５名（会費は要りません）

（５）活動ｴﾘｱ 白鳥川のJR線～びわ湖河口付近（約5km）

（６） 交流会 月２回（第１・第３の水曜日）9:00～12:00(夏8:00～11:00）

親睦交流会は２回／年（４月：花見、１２月：いも煮会）


